





学 位 論 文 の 要 旨 
 
 
  論文題目   条件不利地域における中間組織の存在形態とあり方 
―農村生活の持続性向上のため食料循環システムの構築に向けて― 
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とが重要となってくる。そのため「Ⅳ 農外参入組織」として CB 創出の可能性を示した。地域農業
の基盤づくりやそれに伴うビジネス化により自社の経営基盤を作ることができる。そのうえで、今後
の地域の将来を踏まえたセーフティネットの形成が重要になってくる。広島県安芸高田市の事例では、
移住者による CB によって、自給的農家の生産意欲の拡大と事業の展開方向を変化させることで、ど
の地域にも展開が可能なセーフティネットの形成を地域の維持に対して評価した。これらの農村生活
支援型中間組織のあり方と食料循環システムの構築がわが国における条件不利地域において農村社会
の持続性を確保するために、多様な社会経済条件のもとでどのような組織がどのように生活支援を行
うかを検討する際、それぞれ水平展開が可能なモデルであるといえる。 
 
 
 
